




















































SLIM で LTL モデル検査を行う場合，まず仕様の LTL
式を SPIN でも用いられている Never Claim に変換する．
図 1 各 LMNtal処理系の連携構造



































































StateViewer の描画力を上げるために，Java3D による 3
次元空間での状態遷移グラフのブラウジングをサポートし
ている (図 8)．3 次元であるため遷移同士の重なりは空間
図 3 シミュレーション機能 図 4 LMNtalルール検索
図 5 力学モデル配置
図 6 抽象化機能の適用
図 7 LTL StateViewerの実行例 図 8 3D実行例
上では発生せず，より正確に遷移を把握できる．
5 まとめと今後の課題
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